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我々はスローライト効果をもつ Si フォトニック結晶導波路 (PCW) 光偏向器を光ビーム送受信

用アンテナとして用いた小型 FMCW LiDAR チップを研究してきた 1, 2)．FMCW 方式の大きな特徴

は，ドップラシフトを検出することで，物体の速さを直接測定し，イメージ化ができる点である
3, 4)．また，レーザドップラ振動計の原理を組み合わせることによって，物体の振動分布を可視化

できる 5)．そこで本研究では PCW 光偏向器を用いて，距離，速さ，振動の 3 つをイメージ化し，

ドップラ速度計や振動計の機能をもつ LiDAR となることを実証した． 
速さ情報を含む距離画像に関しては，図 1(a) のように 45 rpm で回転するターンテーブルと筐

体側面を測定対象とした．S/N 向上のため，再帰性反射シートを張り付けている．FMCW の周波

数変調には，掃引帯域 B = 10 GHz, 周期 T = 40 µs の三角波変調を用いた．このとき，距離分解能

は 15 mm, 速さの分解能は 19 mm/s となる．またθ方向には波長掃引，φ方向にはコリメートレン

ズのオフセットで 2 次元ビーム走査を行った．図 1(b) は実際に測定された距離と速さの分布を示

しており，速さの誤差は 23 mm/s であった．この値は理論値とターンテーブル側面のタコメータ

用凹凸によるジッタを考慮すると妥当な値である． 
次に振動分布を測定した．測定対象は，図 2(a) のように振動数 1.5 kHz, 2 kHz, 2.5 kHz で振動し

ているスピーカアレイであり，同様に再帰性反射シートを張り付けている．周波数変調は B = 10 
GHz, T = 4 µs のノコギリ波を使用し，2 次元ビーム走査は上と同じである．図 2(b) は実際に測定

された振動分布であり，誤差 10 Hz の精度で周波数分布が測定できた． 
本研究は JST-ACCEL プロジェクト（JPMJAC1603）として行われている． 
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図 1 レコードプレーヤの回転の測定．(a) ビー

ム走査の様子．(b) 測定された速さの分布． 

 
図 2スピーカアレイの振動分布の測定．(a) ビ
ーム走査の様子．(b) 測定された振動分布． 
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